
(57)【要約】

【課題】赤外線遮断用光学フィルタを光路から外すため

の機構が不要であるとともに、レンズの集光力を利用し

て赤外線受光部の位置における赤外線の強度を高めるこ

とにより、リモコン装置等から撮像装置までの赤外線の

到達距離を延ばした撮像装置用通信装置を提供する。

【解決手段】被写界からの入射光をレンズ16により撮像

素子26に集光するカメラ10のための、赤外線を利用した

リモコン装置において、この装置は、レンズ16を通過し

た入射光に含まれる赤外線22を受光し、撮像素子26の前

面に設けられた赤外線反射フィルタ20と、受光した赤外

線22から、赤外線22に含まれる通信用信号を検出する赤

外線受光素子34と、増幅回路36と、検波回路38からなる

。赤外線反射フィルタ20は可視光を透過させ、撮像素子

26は、赤外線反射フィルタ20を通過した入射光を受光す

る。

【選択図】図１

JP 2006-279823 A 2006.10.12



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 写 界 か ら の 入 射 光 を レ ン ズ に よ り 撮 像 部 に 集 光 す る 撮 像 装 置 の た め の 、 赤 外 線 を 利 用
し た 撮 像 装 置 用 通 信 装 置 に お い て 、 該 通 信 装 置 は 、
　 前 記 レ ン ズ を 通 過 し た 入 射 光 に 含 ま れ る 赤 外 線 を 受 光 し 、 前 記 撮 像 部 の 前 面 に 設 け ら れ
た 赤 外 線 受 光 手 段 と 、
　 該 受 光 し た 赤 外 線 か ら 、 該 赤 外 線 に 含 ま れ る 通 信 用 信 号 を 検 出 す る 検 出 手 段 と を 含 み 、
　 前 記 赤 外 線 受 光 手 段 は 可 視 光 を 透 過 さ せ 、 前 記 撮 像 部 は 、 該 赤 外 線 受 光 手 段 を 通 過 し た
前 記 入 射 光 を 受 光 す る こ と を 特 徴 と す る 撮 像 装 置 用 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 通 信 装 置 に お い て 、 前 記 赤 外 線 受 光 手 段 は 、 前 記 レ ン ズ を 通 過 し た 入
射 光 に 含 ま れ る 赤 外 線 を 反 射 し 、
　 前 記 検 出 手 段 は 、 該 反 射 さ れ た 赤 外 線 を 受 光 し て 、 該 受 光 し た 赤 外 線 に 含 ま れ る 通 信 用
信 号 を 検 出 す る こ と を 特 徴 と す る 撮 像 装 置 用 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 通 信 装 置 に お い て 、 前 記 赤 外 線 受 光 手 段 は 、 前 記 レ ン ズ に よ
っ て 前 記 赤 外 線 が 焦 点 を 結 ぶ 位 置 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 撮 像 装 置 用 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か に 記 載 の 通 信 装 置 に お い て 、 前 記 赤 外 線 受 光 手 段 は 、 前
記 撮 像 部 へ 赤 外 線 が 入 射 す る こ と を 防 ぐ 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 撮
像 装 置 用 通 信 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 被 写 界 か ら の 入 射 光 を レ ン ズ に よ り 撮 像 部 に 集 光 す る 撮 像 装 置 の た め の 、 赤
外 線 を 利 用 し た 通 信 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ス チ ル カ メ ラ や ビ デ オ カ メ ラ な ど の 撮 像 装 置 に お い て は 、 赤 外 線 を 用 い た リ モ ー ト コ ン
ト ロ ー ル 装 置 (以 下 で は 「 リ モ コ ン 」 と 呼 ぶ )に よ る 撮 影 動 作 等 の 制 御 が 行 わ れ る 場 合 が あ
る 。 リ モ コ ン 信 号 発 生 装 置 (以 下 で は 、 「 赤 外 線 リ モ コ ン 」 と 呼 ぶ )に お い て 、 制 御 信 号 が
、 赤 外 線 信 号 で あ る リ モ コ ン 信 号 に 変 換 さ れ て 、 赤 外 線 リ モ コ ン か ら 撮 像 装 置 本 体 に 向 け
て リ モ コ ン 信 号 が 出 力 さ れ る 。 リ モ コ ン 信 号 は 、 撮 像 装 置 本 体 内 の セ ン サ に よ っ て 受 光 さ
れ 、 光 電 変 換 さ れ る 。 光 電 変 換 さ れ た リ モ コ ン 信 号 は 、 撮 像 装 置 本 体 内 の 制 御 部 に よ っ て
デ コ ー ド さ れ て 、 制 御 信 号 が 得 ら れ る 。 得 ら れ た 制 御 信 号 に 従 っ て 撮 像 装 置 本 体 内 の 各 部
が 制 御 さ れ て 、 撮 影 等 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 の 撮 像 装 置 に お い て は 、 赤 外 線 リ モ コ ン か ら の リ モ コ ン 信 号 を 受 光 す
る と き は 、 撮 像 素 子 の 前 面 に 設 け ら れ た 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ （ 赤 外 線 遮 断 用 光 学 フ ィ ル
タ ） 16を 入 射 光 の 光 路 か ら 外 す 。 そ し て 撮 像 素 子 に 、 赤 外 線 信 号 で あ る リ モ コ ン 信 号 を 入
射 さ せ て 、 撮 像 素 子 自 体 を 赤 外 線 受 光 部 と し て 利 用 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ２ ２ １ ９ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 の リ モ コ ン 装 置 で は 赤 外 線 リ モ コ ン の 操 作 時 に 、 撮 像 素 子 自 体 を 赤 外
線 受 光 部 と し て 利 用 し て い る た め 、 赤 外 線 遮 断 用 光 学 フ ィ ル タ 16を 光 路 か ら 外 す 必 要 が あ
る 。 そ の 結 果 、 外 す 動 作 の た め の 機 構 が 必 要 で あ り 、 カ メ ラ の 構 造 が 複 雑 に な る と い う 問
題 が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 従 来 技 術 の 欠 点 を 解 消 し 、 赤 外 線 遮 断 用 光 学 フ ィ ル タ を 光 路 か ら 外
す た め の 機 構 が 不 要 で あ る と と も に 、 レ ン ズ の 集 光 力 を 利 用 し て 赤 外 線 受 光 部 の 位 置 に お
け る 赤 外 線 の 強 度 を 高 め る こ と に よ り 、 リ モ コ ン 装 置 等 か ら 撮 像 装 置 ま で の 赤 外 線 の 到 達
距 離 を 延 ば し た 撮 像 装 置 用 通 信 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 述 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 被 写 界 か ら の 入 射 光 を レ ン ズ に よ り 撮 像 部 に 集
光 す る 撮 像 装 置 の た め の 、 赤 外 線 を 利 用 し た 通 信 装 置 に お い て 、 レ ン ズ を 通 過 し た 入 射 光
に 含 ま れ る 赤 外 線 を 受 光 し 、 撮 像 部 の 前 面 に 設 け ら れ た 赤 外 線 受 光 手 段 と 、 受 光 し た 赤 外
線 か ら 、 赤 外 線 に 含 ま れ る 通 信 用 信 号 を 検 出 す る 検 出 手 段 と を 含 み 、 赤 外 線 受 光 手 段 は 可
視 光 を 透 過 さ せ 、 撮 像 部 は 、 赤 外 線 受 光 手 段 を 通 過 し た 入 射 光 を 受 光 す る こ と と し た も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 撮 像 部 は 、 赤 外 線 受 光 手 段 を 通 過 し た 入 射 光 を 受 光 す る た め 、 赤 外 線
遮 断 用 光 学 フ ィ ル タ を 光 路 か ら 外 す た め の 機 構 が 不 要 で あ る 。 さ ら に 、 赤 外 線 受 光 手 段 を
撮 像 部 の 前 面 に 設 け て 、 レ ン ズ を 通 過 し た 入 射 光 に 含 ま れ る 赤 外 線 を 受 光 す る た め 、 レ ン
ズ の 集 光 力 を 利 用 し て 赤 外 線 受 光 部 の 位 置 に お け る 赤 外 線 の 強 度 を 高 め る こ と が 可 能 で あ
り 、 リ モ コ ン 装 置 等 か ら 撮 像 装 置 ま で の 赤 外 線 の 到 達 距 離 を 延 ば す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 赤 外 線 受 光 手 段 は 、 レ ン ズ を 通 過 し た 入 射 光 に 含 ま れ る 赤 外 線 を 反
射 し 、 検 出 手 段 は 、 反 射 さ れ た 赤 外 線 を 受 光 し て 、 受 光 し た 赤 外 線 に 含 ま れ る 通 信 用 信 号
を 検 出 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 赤 外 線 受 光 手 段 は 、 レ ン ズ に よ っ て 赤 外 線 が 焦 点 を 結 ぶ 位 置 に 配 置 さ れ る こ と
が 好 ま し い 。 こ の 位 置 に お い て 、 赤 外 線 の 強 度 が も っ と も 高 く な り 、 リ モ コ ン 装 置 等 か ら
撮 像 装 置 ま で の 赤 外 線 の 到 達 距 離 を も っ と も 延 ば す こ と が で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 赤 外 線 受 光 手 段 は 、 撮 像 部 へ 赤 外 線 が 入 射 す る こ と を 防 ぐ 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ と は 別
個 に 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。 た と え ば 赤 外 線 受 光 手 段 を 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ の 前 面 に
設 け る こ と が で き る 。 し か し 赤 外 線 受 光 手 段 が 、 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ を 兼 ね る こ と が 好
ま し い 。 こ れ に よ り 、 赤 外 線 受 光 手 段 の た め の ス ペ ー ス を 少 な く す る こ と が で き る か ら で
あ る 。 ま た 、 可 視 光 を 受 光 す る こ と が 本 来 の 目 的 で あ る 撮 像 素 子 に と っ て 有 害 で あ る た め
に カ ッ ト し た 赤 外 線 を 有 効 活 用 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 た と え ば 、 赤 外 カ ッ ト フ ィ ル タ そ の も の 、 も し く は そ の 直 前 で 赤 外 線
を 受 光 し て 、 レ ン ズ の 集 光 力 を 利 用 し て 赤 外 線 受 光 手 段 の 位 置 に お け る 赤 外 線 の 強 度 を 高
め る 。 こ れ に よ り 、 リ モ コ ン 装 置 か ら 撮 像 装 置 ま で の 赤 外 線 の 到 達 距 離 を 延 ば す と 同 時 に
、 撮 像 素 子 の 撮 像 機 能 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 赤 外 線 信 号 受 光 機 能 を 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 に よ る 撮 像 装 置 用 通 信 装 置 を 用 い た デ ジ タ ル ス チ ル カ
メ ラ の 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。 本 発 明 に よ る デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ に お い て は 、 撮 像 素
子 に 前 置 し た 赤 外 線 除 去 フ ィ ル タ （ 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ ） が 赤 外 線 信 号 を 反 射 す る も の
で あ り 、 反 射 さ れ た 赤 外 線 を 受 光 す る た め の 受 光 素 子 を 設 け る 。 受 光 し た 赤 外 線 を 増 幅 し
て 検 波 し 、 制 御 信 号 を 取 り 出 し て 、 制 御 信 号 に 従 っ て マ イ コ ン で 処 理 を 行 い 、 撮 影 操 作 な
ど を 行 う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 赤 外 線 除 去 フ ィ ル タ （ 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ ） は 、 赤 外 線 信 号 を

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-279823 A 2006.10.12



反 射 す る も の で あ る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 赤 外 線 除 去 フ ィ ル タ が 赤
外 線 信 号 を 吸 収 し 、 可 視 光 を 透 過 す る も の で あ っ て も よ い 。 吸 収 さ れ た 赤 外 線 か ら 制 御 信
号 を 取 り 出 す こ と が で き る 。 透 過 し た 可 視 光 は 撮 像 部 で 受 光 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 で は 赤 外 線 除 去 フ ィ ル タ は 、 撮 像 部 の 前 面 に 置 か れ る 。 こ れ は 、 以 下 の 利 点 を 有
す る 。 赤 外 線 は 可 視 光 に 比 べ て 屈 折 率 が 高 く 、 撮 像 素 子 よ り 手 前 で 結 像 す る 。 こ の た め 、
集 合 写 真 な ど を 撮 影 す る 際 に 、 被 写 体 の 中 の 一 人 で あ る 操 作 者 が リ モ コ ン を 操 作 す る 場 合
、 赤 外 線 が 、 赤 外 線 除 去 フ ィ ル タ （ 赤 外 線 受 光 手 段 ） に と っ て 最 適 な 位 置 で 焦 点 を 結 び 、
リ モ コ ン に と っ て 最 適 な 動 作 条 件 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ 10の 構 成 を
示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ 10は 、 カ メ ラ 本 体 12と 赤 外 線 リ モ コ ン 14か
ら な る 。 赤 外 線 リ モ コ ン 14は 公 知 の も の で あ り 、 赤 外 線 リ モ コ ン 14は 、 デ ジ タ ル 信 号 で あ
る 制 御 信 号 を 赤 外 線 信 号 22に 変 換 し て 出 力 す る 。 制 御 信 号 と し て は 、 撮 影 動 作 、 再 生 動 作
等 を 指 示 す る 信 号 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 赤 外 線 リ モ コ ン 14で は 、 制 御 信 号 を 変 調 す る 方 式 と し て 、 通 常 、 PPM(Pulse Position M
odulation、 パ ル ス 位 置 変 調 方 式 )が 用 い ら れ て い る 。 制 御 信 号 は 、 デ ジ タ ル 信 号 と し て "0
" と "1" で 表 さ れ て い る 。 家 電 機 器 で 用 い ら れ る PPM方 式 で は 、 こ の デ ジ タ ル 信 号 を 、 周
波 数 が 33～ 40kHzの 範 囲 に あ る 信 号 に よ り 変 調 し て 、 赤 外 線 リ モ コ ン 14内 の 赤 外 線 発 光 ダ
イ オ ー ド (図 示 し な い )に 送 り 、 赤 外 線 発 光 ダ イ オ ー ド が 赤 外 線 信 号 22を 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 赤 外 線 リ モ コ ン 14の 赤 外 線 発 光 ダ イ オ ー ド が 出 力 し た 赤 外 線 信 号 22を カ メ ラ 本 体 12は 受
け る 。 以 下 で は 、 カ メ ラ 本 体 12の 機 能 の う ち 、 本 発 明 に 関 わ る 部 分 の み を 図 示 し て 説 明 す
る 。 赤 外 線 信 号 22は レ ン ズ 16を 通 り 、 シ ャ ッ タ 18に よ り 絞 ら れ た 後 、 赤 外 線 反 射 フ ィ ル タ
（ 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ ） 20に 入 射 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 赤 外 線 反 射 フ ィ ル タ 20は 、 レ ン ズ 16に よ っ て 赤 外 線 信 号 22が 焦 点 を 結 ぶ 位 置 に 配 置 さ れ
て い る 。 赤 外 線 22は 可 視 光 24に 比 べ て 屈 折 率 が 高 く 、 撮 像 素 子 26よ り 手 前 で 結 像 す る 。 可
視 光 24は 撮 像 素 子 26の 位 置 で 結 像 す る 。 赤 外 線 反 射 フ ィ ル タ 20は 、 赤 外 線 信 号 22を 反 射 し
て 赤 外 線 を カ ッ ト す る と と も に 、 可 視 光 を 透 過 さ せ る 。 赤 外 線 反 射 フ ィ ル タ 20は 、 撮 像 素
子 26の 全 面 を 覆 う よ う に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 赤 外 線 反 射 フ ィ ル タ 20は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 基 部 28の 上 に の こ ぎ り 型 の 反 射 部 30が 多
数 、 平 行 に 形 成 さ れ て お り 、 反 射 部 30の 表 面 に 反 射 膜 32が 形 成 さ れ て い る 。 の こ ぎ り 型 の
底 辺 の 長 さ (a)お よ び 高 さ (b)は 、 た と え ば 50ミ ク ロ ン メ ー ト ル で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 基 部 28お よ び 反 射 部 30は 樹 脂 フ ィ ル ム か ら な り 、 樹 脂 フ ィ ル ム を の こ ぎ り 型 に 形 成 す る
こ と に よ り 製 造 す る 。 反 射 膜 32は 、 酸 化 ア ン チ モ ン ド ー プ 酸 化 錫 、 酸 化 錫 ド ー プ 酸 化 イ ン
ジ ウ ム 等 の 導 電 性 金 属 酸 化 物 で あ る 。 こ れ ら の 導 電 性 金 属 酸 化 物 は 赤 外 線 を 反 射 す る と と
も に 、 可 視 光 を 透 過 す る 性 質 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 導 電 性 金 属 酸 化 物 の 薄 膜 32は ス ッ パ タ リ ン グ 法 等 に よ り 樹 脂 フ ィ ル ム 30上 に 形 成 し 得 る
。 ス パ ッ タ 法 に よ る 導 電 性 金 属 酸 化 物 の 薄 膜 は 、 例 え ば 次 の よ う に し て 形 成 し 得 る 。 タ ー
ゲ ッ ト と と し て 酸 化 ア ン チ モ ン ド ー プ 酸 化 錫 、 酸 化 錫 ド ー プ 酸 化 イ ン ジ ウ ム を 用 い 、 酸 素
量 が ３ ％ 以 下 の 雰 囲 気 下 で DCス パ ッ タ 法 に よ り 、 樹 脂 フ ィ ル ム 30の 表 面 に 厚 さ 50ミ ク ロ ン
メ ー ト ル の 導 電 性 金 属 酸 化 物 の 薄 膜 32を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ に 戻 っ て 、 赤 外 線 反 射 フ ィ ル タ 20に よ り 反 射 さ れ た 赤 外 線 信 号 22は 、 赤 外 線 信 号 22
に 含 ま れ る 通 信 用 信 号 を 検 出 す る た め の 検 出 手 段 に 送 ら れ る 。 検 出 手 段 は 、 赤 外 線 受 光 素
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子 34と 、 増 幅 回 路 36と 、 検 波 回 路 38か ら な る 。 赤 外 線 受 光 素 子 34は フ ォ ト ダ イ オ ー ド か ら
構 成 さ れ て い る 。 赤 外 線 受 光 素 子 34で あ る フ ォ ト ダ イ オ ー ド は 、 受 信 し た 赤 外 線 信 号 22の
出 力 電 流 を 電 圧 変 換 し 、 微 弱 な 電 気 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 フ ォ ト ダ イ オ ー ド の 出 力 電 流 は 非 常 に 小 さ い た め 、 高 利 得 の 増 幅 回 路 36で 増 幅 し 、 さ ら
に 、 た と え ば 中 心 周 波 数 38kHzの バ ン ド ・ パ ス ・ フ ィ ル タ (図 示 し な い )で 雑 音 を 除 去 す る
。 中 心 周 波 数 を 38kHzに 設 定 す る こ と に よ っ て 、 リ モ コ ン 信 号 の み を 受 信 す る こ と が で き
る 。 そ し て 、 検 波 回 路 38で 受 信 信 号 の 検 波 を 行 な っ て 、 受 信 信 号 を パ ル ス 波 形 に し て 、 元
の 制 御 信 号 38aを 復 元 し て マ イ コ ン 40へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 マ イ コ ン 40は 制 御 信 号 38aに 従 っ て 、 各 部 へ 動 作 命 令 40aを 出 力 す る 。 動 作 命 令 40aと し
て は 、 シ ャ ッ タ 18の 絞 り の 動 作 に 関 す る 命 令 や 、 画 像 処 理 部 42へ の 動 作 命 令 が あ る 。 画 像
処 理 部 42は 、 撮 像 素 子 26か ら の 撮 像 信 号 26aを 受 け て 、 撮 像 信 号 26aに ガ ン マ 補 正 等 の 画 像
処 理 を 行 う 。 撮 像 信 号 26aは 、 赤 外 線 反 射 フ ィ ル タ 20を 透 過 し た 可 視 光 が 撮 像 素 子 26に よ
っ て 光 電 変 換 さ れ て 得 ら れ た 信 号 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 画 像 処 理 部 42は 、 ガ ン マ 補 正 等 の 画 像 処 理 を 行 っ た 信 号 42aを 記 録 装 置 44に 出 力 す る 。
記 録 装 置 44は 、 入 力 さ れ た 信 号 42aを 記 録 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ そ の も の 、 も し く は そ の 直 前 で 赤 外 線 を 受 光
し て 、 レ ン ズ の 集 光 力 を 利 用 し て 赤 外 線 受 光 部 の 位 置 に お け る 赤 外 線 の 強 度 を 高 め る 。 こ
れ に よ り 、 リ モ コ ン 装 置 か ら 撮 像 装 置 ま で の 赤 外 線 の 到 達 距 離 を 延 ば す と 同 時 に 、 撮 像 素
子 の 撮 像 機 能 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 赤 外 線 信 号 受 光 機 能 を 実 現 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る 赤 外 線 反 射 フ ィ ル タ の 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 10　 デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ
　 14　 赤 外 線 リ モ コ ン
　 16　 レ ン ズ
　 20　 赤 外 線 反 射 フ ィ ル タ
　 26　 撮 像 素 子
　 34　 赤 外 線 受 光 素 子
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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